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How to Teach Audio-Visual Speaking Lesson 








  In view of the existing situation that some universities in China have cancelled the      
audio-visual speaking class in learning foreign language, this paper according to the input 
and output of second language acquisition theory, aims to clarify that audio-visual speaking 
class is a very important course for students to learn foreign language. 
  Experiments from teaching showed that audio-visual speaking class can help students a 
lot to improve their listening skill and speaking in learning foreign language, if teachers can 
motivate students by changing their traditional teaching method, selecting the contents that 
conform to the trend of times, natural language, cultural connotation and students are 
interested in. 
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 アメリカの言語学者クラッシェン（Krashen）は 1980 年代、第二言語習得理論の 5 つの仮説、
すなわち①習得・学習仮説（the  Acquisition－Learning  hypothesis）、②自然順序仮説(the  
Natural Order  hypothesis)③モニター仮説(the  monitor  hypothesis)④インプット仮説












 外国語学習者の習得に役立つインプットとはどんなものなのかを次の 4 点にまとめた。。 
①理想的なインプットは理解可能で学生の興味をそそるようなものでなければならない。視聴 
  説授業では、映像資料を見せるから、学生は音声と映像の二ルートに頼ってインプットの内 










  な関係は論じるまでもない。外国語教育において文化を導入する重要性も繰り返して強調さ 
  れる。したがって、学習者の言語能力を伸ばすようなインプット内容はもちろんのこと、文 
  化に関する情報も入ることによって、学習者の文化意識を養成するのも大切なのではないか 
















 例として『新日本語の中級』スリーエーネットワーク､ ｢解答･スクリプト｣から以下の会話を 
 あげている。 
  Ａ：佐藤さん一緒に会社の近くのスポーツクラブに入りませんか。スポーツは健康にいい  
    ですし。 
  Ｂ：でもねえ、ぼくは通勤時間が長いからね 
  Ａ：毎日する必要はないんですよ、週に二日ぐらいどうですか。 
  以上の会話は実際の日本語話者の会話と比較すると不自然な点が見られると指摘してい 
 る。１）そして、日本人による修正例を一つ提示した。２） 
  Ａ：佐藤さん、いきなりですが、一緒に会社の近くにあるスポーツクラブに行ってみませ 
    んか？たまには体を動かすのも良いですよ。 
  Ｂ：でもなあ、僕、通勤に結構時間かかるからなあ。  
  Ａ：毎日じゃなくてもいいですよ。僕も週２日くらいで行ってますから。 













 アウトプット仮説 (Output Hypothesis) は、Swain によって主張されている。理解可能なイン
プットに合わせて、理解可能なアウトプット (Comprehensible Output) が言語習得にとって































  ることができる。その上で中心内容を繰り返すことができる。 
②テレビ番組、現場のインタビュー、アナウンス、訛りのある日本人の話などを聞いてその要 
  点と主な経緯を押さえることができる。 
「話す」について 
①日本語で正確に自己の考え、感情を表現することができ、日本人と自由にコミュニケーショ 
  ンすることができる。 
②短時間の準備で日本語で即席発言、学術見解の発表、よく知っている内容について議論、我 
  が国の政治方針や国内外の問題について意見論述することができる。以上のことをする時使 
  う日本語は発音、アクセントが正しい、話の筋がよく通って、表現が流暢、誤解を招くよ 
  うな文法的な間違いはないようにできる。 
③状況、相手によって正しく適切な表現が選べること。特に言葉のプラス、マイナスのイメー 
  ジ、敬語、語気は間違えないようにできること。 
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  ①視聴内容を見せる前に、まず学生の理解を妨げるような言葉、表現をプリントして配っ 
 て前もって勉強させる。 
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  ①生き生きとした表現の入ったシーンを切り取って見せる。学生に注意してほしいところ 
 を空白にしておいて、穴埋めのような練習問題を聞きながら完成させる。 
  ②学生が難しいと感じるシーンを質問しながら、何回も繰り返して視聴させる。 
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  「書く」と「話す」は関係のなさそうな行為であるが、実はお互いに促進し合う関係にあ 
  る。特に「書く」ことによる「話す」力の向上が大きいものである。「書く」ことと「話す」 






  このようなグループ活動の形は多くの学生に授業活動に参加させ、クラス人数が多いため、  
 一人一人が話すチャンスが少ないという矛盾をある程度解決できる。それに、日本語力の差 
 のある学生の組み合わせで、グループ内でそれぞれの日本語力に合うようなアウトプットが 














 表１実験前のヒアリングの成績    









 （4 点） 
実験組   2.3    2.1   2.4  6.6   2.1 
















 （4 点） 
実験組  3.8   3.5  3.4  8.5  3.1 
対照組  3.7   2.4  2.5  7.1  2.1 
 
表３実験前のスピーチの成績 











 （10 点） 
実験組   5.5  5.3  5.3  6.4  5.8 
対照組   5.6  5.1  5.3  6.1  5.5 
 
表４実験後のスピーチの成績 











 （10 点） 
実験組  7.3  7.4  7.2  6.8  6.6 
対照組  5.9  6.2  5.5  6.3  5.7 
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